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実験①では，A1，A2，A3，A3.5 シェードの人工歯にⅤ級窩洞を形成し ECM を充填し
て研磨直後，充填 1 ヶ月後，充填 3 ヶ月後にカラー写真撮影と分光色差計による測色にて
ECM のⅤ級窩洞に対する色調適合性を検討した．ECM は研磨直後，充填 1 ヶ月後，充填
3 ヶ月後において A1〜A3.5 すべてのシェードの人工歯に関して視覚的に調和していた．
分光色差計の測色では ECM 充填後の a*値と b*値はプラス値を示し，構造色による発色の
結果と考えられた．窩洞形成前と ECM 充填部の L*値，a*値，b*値を比較すると，白色背
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下したのと比較し，ECM がほぼ一定であった．また黒色背景時には ECM は厚みの増加と
ともに上昇した．ECM の TP 値は他のコンポジットレジンよりも有意に高い値を示した． 
実験③では，ECM を含めたコンポジットレジンの視覚的色調評価として，Visual Analog 
Scale（VAS）を用いて色調適合評価を行った．A1，A2，A3，A3.5 シェードの人工歯にⅤ
級またはⅢ級窩洞を形成し，ECM と市販のコンポジットレジン 3 種を充填して，それぞ
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